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1．は じ め に

近年、「B 級ご当地グルメ」はブームの域を超えて、
「安くて旨くて地元の人に愛されている地域の名物料
理」1）を表す代名詞として、そして「食」による地域振
興策の方策の一つとして定着しつつある。そして、この
現象は「B 級ご当地グルメ」市場の潜在的な大きさや
同市場への参入可能性の高さを具現化したものであると
考えられる。
そこで本論文では、「B 級ご当地グルメ」市場の特

性、特に顧客セグメントに関する考察を通じて、「B 級
ご当地グルメ」による地域振興に関わる団体の経営とそ
の経営戦略の立案に関して必要となる基本的な事項を確
認し、経営学的な観点から今後おこなわれるであろう
「B 級ご当地グルメ」の理論的研究の下地作りと「B 級
ご当地グルメ」の経営実践に有益となるであろう何がし
かの示唆を得ることを目的としている。

2．近年における「B 級ご当地グルメ」研究の動向

筆者は、2010年 4月に刊行された『大阪観光大学紀
要』（第 10号：開学 10周年記念号）において、経営戦
略論の観点から「B 級ご当地グルメ」を分析した「ご
当地グルメの競争優位構築に関する予備的考察」2）を執
筆した。そして、これと時を前後して「B 級ご当地グ
ルメ」を研究対象とした様々なアプローチの研究成果が
多数発表されている。これは、「B 級ご当地グルメ」が

非常に興味深い研究テーマであり、様々な問題を内包し
た研究対象であることの証左の一つであろう。
先述の論文を作成していた 2009年下半期時点におい

て、「B 級ご当地グルメ」をターゲットとした研究は、
一橋大学の関満博氏のグループ（以下、関グループ）に
よる一連の書籍3）、あるいは新潟大学の田村秀氏による
『B 級グルメが地方を救う』4）などに代表される事例研究
が中心であった。これらの研究群はいずれも、地域振興
の立場から、定性的・叙述的な手法によってまとめられ
ている。日本全国に渡る様々な「B 級ご当地グルメ」
を取り上げ、その内容を詳細に調査したこれら研究は、
事実収集の観点からも非常に重要であり、現在の多くの
「B 級ご当地グルメ」研究のスタート地点であると位置
づけられるだろう。
一方 2009年以降になると、経済学、マーケティング

論（ブランド論）、観光学などの諸分野から「B 級ご当
地グルメ」の研究がおこなわれた。
経済学では、椙山女子学園大学の角本伸晃氏の研究ノ

ート5）が挙げられる。氏の研究では、「B 級ご当地グル
メ」を経済学的なアプローチから分析し、「B 級ご当地
グルメ」が注目される背景や経済効果について考察をお
こなっている。この研究は、政府調査の統計データ等を
用い、「B 級ご当地グルメ」研究の基礎となる部分を的
確に押さえている。当該の研究は、経済学の手法を「B
級ご当地グルメ」研究に援用し、理論的研究をおこなっ
ている点が非常に評価されるのである。
マーケティング論（ブランド論）においては、中嶋聞

多氏と木亦千尋氏によるブランド構築モデルに関する研
究6）が顕著である。この研究は、「B 級ご当地グルメ」
に対して、D. A. アーカーや K. L. ケラーといった正統
派のブランド理論を用いて地域ブランドの構築モデルを
作成し、「富士宮やきそば」の事例を用いてモデルの説
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明能力について検討している。多くの既存地域ブランド
研究が理論的な基礎を持たないのに対して、当該研究は
オーソドックスな王道的ブランド論をベースとして、非
常に精緻な研究をおこなっている点が高く評価出来る。
観光学では、安田信弘氏の研究と尾家建生氏の研究が

評価される。
安田信弘氏の研究7）は、「地域の特徴ある食を楽しむ

旅行、および特徴ある食を観光資源とする地域における
施設や事業」8）を「食旅」と定義し、旅の目的としての
「食」についての考察をおこなっている。前半は 600サ
ンプルの生活者アンケートと 35サンプルの地域アンケ
ートにより定量的研究をおこない、後半では「食旅で元
気なまち」として食を用いた観光まちづくりに成功して
いる事例の紹介をおこなっている。この研究は基本的に
食を用いた観光振興にテーマを置いている。殊に「B
級ご当地グルメ」研究の観点から見れば、食を目的とし
た旅を類型化し、その一つとして「B 級（ご当地）グ
ルメ」を分類した点が評価に値する。「B 級ご当地グル
メ」と他の食を目的とした旅を分類することは、比較研
究の基礎という観点から、必要となる研究成果である。
一方、尾家建生氏の研究9）は、「観光と食」に関する

研究分野をフード・ツーリズム（Food-Tourism）と位
置づけ、その研究領域について、「観光の付加価値」と
「美味の付加価値」の 2軸を用いて論理的に分類し、フ
ード・ツーリズム研究の対象を明確な形で示した。単純
な類型化の域を超えて、「観光」と「食」の関係性を整
理し、フード・ツーリズム研究の下地を作ったことは、
観光学における「食」の研究領域おいて、理論的研究に
先鞭をつけたものであると位置づけられるだろう。
以上の様10）に、「B 級ご当地グルメ」は一般の関心を

強く引いているだけでなく、学術の分野からも極めて注
目されていることが容易に分かる。これら研究はそれぞ
れ、個別分野における既存の研究成果や手法・理論を援
用し、「B 級ご当地グルメ」研究の基礎となる部分を構
築することを意図している。これは最初に紹介した筆者
の研究と同様の意図であり、現在の「B 級ご当地グル
メ」研究は、基礎理論の模索段階にあるといえるだろ
う。
そこで、当研究はこれら研究が対象としていないビジ

ネスあるいは経営（戦略）的な見地から見た「B 級ご
当地グルメ」を睨み、その基礎となる「B 級ご当地グ
ルメ」市場の特性を把握することに研究目的の中心を置
いた。

3．「B 級ご当地グルメ」の定義に関する再考

「B 級ご当地グルメ」市場の特性の議論を始める前
に、まず「B 級ご当地グルメ」の定義について、もう
一度確認しておく必要があるだろう。拙稿「ご当地グル
メの競争優位構築に関する予備的考察」では、B 級ご
当地グルメでまちおこし団体連絡協議会（以下、通称：
愛 B リーグ）が定義した「B 級ご当地グルメ」11）に準ず
る形でこの定義を用いて議論を進めた。以下、当該の定
義12）である。

（1）食べたら旨いと絶対の自信をもっておすすめで
きるものであること。

（2）地元の人が日常的に食べているもの、又は日常
的に食べることができるものであること。

（3）食材ではなく、料理として提供されるものであ
ること。

（4）特定の一飲食店のメニューではなく、その街に
行けば複数の店で提供していたり、一般家庭で食べ
ることができるものであること。

この定義はマスメディア等で最も話題となっている
「愛 B リーグ」、すなわち B−1グランプリ（及び、その
関連イベント）を主宰する団体が用いているものであ
る。よって、この「B 級ご当地グルメ」の定義（ある
いはその用法）は一般消費者の理解に一番近く、また要
点を押さえた定義であるとその時点は判断したからであ
る。しかしながら、より一層の「B 級ご当地グルメ」
研究を進めるに当たって、もう一歩踏み込んだ定義の精
査の必要性を感じ、そこで定義の再考をおこなうことと
した。ここで特に精査したい論点は、第一に「B 級」
の要素、第二に「ご当地」の要素である。
第一の論点は、「B 級」という要素である。一般に

「B 級」といえば「A 級に次ぐ第 2位の等級」すなわ
ち、トップではないという意味である。よって、「B 級
グルメ」は「A 級に次ぐ第 2位の等級のグルメ（美
食）」と解釈される。しかしながら、実際にはこういっ
た消極的な意味ではなく、「B 級グルメ」における「B
級」はもっと積極的な意味で用いられている。「B 級グ
ルメ」の出自について尾家氏は、「B 級グルメ」をいわ
ゆるグルメ（村上注：「A 級（高級）グルメ」の意）の
一般人への定着により、そのアンチテーゼとして 1980

年代に生まれたと指摘している13）。すなわち、1970年
代～1980年代の日本の経済的繁栄とそれにともなう
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（高級な）美食（A 級グルメ）の広がり、そして、その
反面として庶民的で美味しく、安く、手軽な料理が「B
級グルメ」と呼ばれ始めたというのである14）。これは
的を射た指摘である。「B 級グルメ」は、「高級（A
級）グルメ」に相対するグルメとして、「（特別ではな
く）日常の」あるいは「（高級ではなく）大衆的な」安
くて美味しい食べ物として位置づけられるのである。た
だし、これは「B 級ご当地グルメ」の「B 級グルメ」な
要素だけを議論したものであり、「ご当地」の要素部分
は関係がない。そこで次に「ご当地」の要素について議
論したい。
第二の論点は「ご当地」15）の要素、これは具体的に

「B 級ご当地グルメ」と「郷土料理」の相違によって理
解出来る。拙稿「ご当地グルメの競争優位構築に関する
予備的考察」でも指摘したように、この 2つは相違の
双方の点を持つ。これらについては、農林水産省が選定
した『農山漁村の郷土料理百選御当地人気料理特選』16）

を題材に考察をおこなった。「B 級ご当地グルメ」と
「郷土料理」の共通点は、「地域の食」であること。一方
で両者の差異は、「B 級ご当地グルメ（『農山漁村の郷
土料理百選御当地人気料理特選』における御当地人気料
理）」は、「農山漁村との（言い換えれば、当該地域の一
次産品との）関係性の薄さ」、「地域での人気と広く国民
（≒消費者）に支持される可能性」の要素を持ち、「郷土
料理」は「農山漁村との（言い換えれば、当該地域の一
次産品との）関係性の濃さ」と「地域の伝統」の要素を
持つ点である。つまり、「B 級ご当地グルメ」と「郷土
料理」の相違は、いずれも「地域の食」を共通点として
持ち、「地域の一次産品との関係性の強－弱」と「伝統
－可能性」に差異を持つということである。
ここで議論した論点を先の愛 B リーグの定義に落と

し込み、コンパクトにまとめれば、次の様になるだろ
う。B 級ご当地グルメとは、「一定の地域で複数の店舗
で提供され、地域の人間によって親しまれ日常的に食さ
れている美味しくて手頃な価格の地域独特の料理」であ
る。

4．「B 級ご当地グルメ」市場の特性に関する考察

ここまで「B 級ご当地グルメ」の定義について、改
めて議論してきた。これにより、「B 級ご当地グルメ」
とは何なのかという問題についての理解が深まったこと
と思われる。しかしながら、実際に様々な「B 級ご当
地グルメ」を見渡した時、「B 級ご当地グルメ」の個別

の実態は均質的なものではないことが分かるだろう。そ
して、それは少なくとも大きく 2つの類型に分類する
ことが出来る。すなわち、「発掘型 B 級ご当地グルメ
（以下、発掘型）」と「開発型 B 級ご当地グルメ（以下、
開発型）」17）である。「B 級ご当地グルメ」による地域振
興に関わる団体の経営とその経営戦略の立案を視野に入
れれば、「B 級ご当地グルメ」の内容の段階まで踏み込
んだ議論が必須であることは容易に予想出来るだろう。
そこで本章では、「発掘型」と「開発型」を軸として、
その特性についての分析をおこないたい。
筆者が先行して発表した研究「ご当地グルメの競争優

位構築に関する予備的考察」では、この論文に先んじて
「発掘型」と「開発型」について、M. ポーターの「5つ
の競争要因を用いた（ファイブ・フォース）分析」の
【要因Ⅰ】新規参入の脅威における製品差別化の問題に
関連して次のように位置づけた。
「発掘型」は、既に地域住民に親しまれながら、特定
の地域のみの消費に留っている地域独特の食べ物を再評
価し、「ご当地グルメ」としたもの。この場合、当該の
「ご当地グルメ」は歴史、地域との関係性、飲食店の集
積が既に存在し、それらが他の「ご当地グルメ」との差
別化要因となっている。すなわち、その「ご当地グル
メ」自体の味が他地域の人に受け入れられさえすれば
（これが難しいのであるが）成功の可能性が高まる。
対して、「開発型」は地域振興等を目的に新規に「ご

当地グルメ」が開発されたもの。ゆえに「開発型」を考
案する場合、その自由度は非常に高い。ただし同時に、
ただ味が良いというだけでは、優良な「B 級ご当地グ
ルメ」たりえないという問題も併せ持っている。つま
り、それは「開発型」の差別化要因が地域との関係性を
持たなければならないということを意味している。具体
的には、地域自体の歴史との関連、地域の一次産品との
関連、飲食店の集積などを意図的に差別化要因18）とし
て当該の「B 級ご当地グルメ」に組み込まなければな
らない。これがおこなわれなければ、美味しい料理が完
成したとしても、「B 級ご当地グルメ」ではなく単なる
美味しい「B 級グルメ」となり、他地域の料理との差
別化が図られなかったり、他地域に容易に模倣される可
能性が高まるのである。
ここで特に注目すべきは、「B 級ご当地グルメ」の競

争優位を構築する 3つの差別化要素である。すなわ
ち、①当該地域の歴史・経緯との関連、②当該地域の一
次産品との関連、③「B 級ご当地グルメ」取扱飲食店
の集積である。以下、順にそれぞれの内容を考察する。
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①当該地域の歴史・経緯との関連
「発掘型」の場合、一定の期間、多くの場合は第二次
世界大戦後や高度経済成長期から現在にかけて、当該地
域で「B 級ご当地グルメ」は長らく親しまれている。
これ自体が、当該地域における歴史・経緯との関係その
ものであり、差別化要因となる。他方の「開発型」の場
合は、これに準じた経緯を意図的に作り出さなければな
らない。

②当該地域の一次産品との関連
「発掘型」の場合、当該地域の一次産品との関連が無
いことが多い。これは、先に紹介した郷土料理との比較
において明らかであろう。よって一般に「発掘型」で
は、一次産品との関連は差別化要因となっていない。一
方「開発型」の場合は、模倣が困難な差別化要因とし
て、当該地域の一次産品を原材料にすることが多い。一
次産品は、地域の立地（緯度・経度、地形等）や気候な
どに依存している。すなわち、これらは当該地域と不可
分な条件であり、他地域がそっくりそのまま模倣するこ
とは基本的に不可能であると言って差し支えない。すな
わち、一次産品を「B 級ご当地グルメ」に使用するこ
と19）は継続的な競争優位を構築する為の差別化要因と
して非常に有力なのである。

③「B 級ご当地グルメ」取扱飲食店の集積
特定の「B 級ご当地グルメ」取扱飲食店が一定の地

域に集まって存在することは、それ自体が差別化要因と
成り得る。「B 級ご当地グルメ」を取り扱う飲食店の集
積は、地域における個別の飲食店間での競争を生み、結
果としてそれぞれの飲食店のレベルを引き上げる。つま
り、質の良い製品の提供の下地作りとなる。また、来訪
者側から見れば、取扱飲食店の集積は店舗の選択肢であ
り、人間は一度に食べることの出来る量に限界がある以
上、当該地域への再来訪理由と成り得るだろう。当該
「B 級ご当地グルメ」を取り扱う飲食店の集積は、個別
の飲食店（一企業の企業努力）では成し得ない成果であ
り、「ご当地グルメ」の競争優位性の根幹を成す最も重
要な要素の一つである。「発掘型」の場合、一定の地域
で長い間親しまれていることから、取扱飲食店の集積が
既に存在しているケースが多い。一方「開発型」の場合
は、何らかの任意の団体を中心に店舗集積を作り出す必
要がある。
以上が「B 級ご当地グルメ」の競争優位を構築する 3

つの差別化要因である。そして以下の図表 1は、「発掘
型」と「開発型」（の「B 級ご当地グルメ」）、ならびに
比較対象としての郷土料理について、3つの差別化要因
を用いてその特性を整理したものである。

これら項目の中でも、最初に挙げた「B 級ご当地グ
ルメ」による地域振興に関わる団体の経営とその経営戦
略の立案に際して、特に考慮しなければならない事柄
は、「B 級ご当地グルメ」の市場の特性、特に同市場に
おける顧客のセグメント分けである。
「B 級ご当地グルメ」の市場の特性を理解するのは、
尾家氏が作成した図表 2「フード・ツーリズム概念図」
が非常に参考となる。尾家氏は、当該の概念図で観光現
象に見られる様々なフード・ツーリズムに「観光の付加
価値」と「美味の付加価値」の 2軸を用いて分類を試
みている。そして、本論文が取り扱う分野である「B
級ご当地グルメ」に関わる「B 級グルメ」、「ご当地グ
ルメ」、「B−1グランプリ」、「個店集積地」を含むグル
ープを B 群「食によるまちづくり群」20）と命名した。
ここで注目すべきは、日常生活圏に存在する「飲食個

店」と B 群に存在する「B 級グルメ」、「ご当地グル
メ」、「個店集積地」21）、すなわち本稿の研究対象である
「B 級ご当地グルメ」である。「B 級ご当地グルメ」市
場を考える場合、その顧客セグメントは「地域外顧客」
と「地域内顧客」に分類することが可能であろう。ここ
で注意すべきことは、「地域外顧客」にとって「B 級ご
当地グルメ」は正に「B 級ご当地グルメ」であるのに
対して、「地域内顧客」とっての「B 級ご当地グルメ」
は日常の（外）食であり、この概念図でいえば「飲食個
店」に相当するということである。また、同じ顧客セグ
メントは当該の店舗を休日に利用する「土日祝日顧
客」22）とウィークデイに利用する「平日顧客」に区分す
ることも可能である。そして、これら顧客セグメントは
それぞれ先の「地域外顧客」と「地域内顧客」に大きく
重なることが想定される。この合致が意味していること

図表 1 郷土料理と B 級ご当地グルメの特性

地域の料理

差別化要因
郷土料理

B 級ご当地グルメ

発掘型 開発型

①歴史・経緯 ○あり ○あり △必要性あり

②一次産品との関係 ○強い ×なし △必要性あり

③取扱店舗の集積 ×なし ○あり △必要性あり

〔出所〕独自に作成。
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は、数的に優位を占めるであろう後者「地域内顧客≒平
日顧客」の重要性である。すなわち、先にも示したよう
に「B 級ご当地グルメ」の成功は、個別の飲食店（一
企業の企業努力）では成し得ない成果ではあるが、一方
で個別の飲食店の継続的成功なくして成し得ないもので
あることも確かな事実である。
「発掘型」の場合、当該の「B 級ご当地グルメ」はそ
の地域で長い間親しまれていることから、長らく同地域
において取扱飲食店の集積が継続しているケースが多数
を占める。対して「開発型」の場合は、新たに「B 級
ご当地グルメ」を創造し、それを取り扱う飲食店を意図
的に集積させる必要がある。実際には新規に店舗を設置
するのではなく、既存の飲食店に当該の「B 級ご当地
グルメ」を扱うように働きかけるケースがほとんどであ
ると考えられるわけである。この時に当該の「B 級ご
当地グルメ」が「地域内顧客≒平日顧客」にも訴求する
ものでなければ、競争による全体的レベルの上昇などの
集積によるメリットが十分に得られない。また、地域振
興という観点からすれば、地域住民（すなわち「地域内
顧客≒平日顧客」）の理解や協力が得られない可能性が
非常に高くなる。これは地域振興に関わる団体の経営か

らすれば、非常に大きな不利益となるだろう。

5．お わ り に

本稿では、まず近年における「B 級ご当地グルメ」
研究の動向を概観することで、研究対象としての「B
級ご当地グルメ」の有望性と様々な分野からの研究アプ
ローチを確認し、「B 級ご当地グルメ」研究は理論研究
の入口、あるいは基礎段階にあることを明らかにした。
続く本論「B 級ご当地グルメ」市場の特性に関する

考察においては、「B 級ご当地グルメ」市場の特性、特
に 3つの差別化要因①歴史・経緯、②一次産品との関
係、③取扱店舗の集積を軸として、「発掘型」と「開発
型」それぞれの分析をおこなった。ここで得られた知見
は、「発掘型」の「B 級ご当地グルメ」としての優位性
であった。すなわち、既存する歴史・経緯と取扱店舗の
集積であり、一次産品との関係なくしても競争上の優位
性を構築可能な「発掘型」のアドバンテージである。こ
れは「B 級ご当地グルメ」による地域振興に先んじて
成功している先達の見解23）とも一致している。一方、
「開発型」は 3つの差別化要因の全てにおいて強化の必

図表 2 「フード・ツーリズム概念図」における B 級ご当地グルメ

〔出所〕尾家建生（2010）「フード・ツーリズムについての考察」『観光＆ツーリズム』
第 15号、大阪観光大学観光学研究所、33ページの図表に加筆・修正。
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要性があり、これは端的にいえば地域（ご当地）への関
係性を強める手段であり、それを差別化の源泉として模
倣の可能性を減ずる行為であると解釈した。さらに先行
した研究論文でも特に重要性を指摘した「一定の協力関
係を持つ特定地域での飲食店の集積」24）については、地
域での歴史や経緯の結果として存在し、地域との関係の
深さの表れとしての集積したものであって、極めて有力
な差別化要因であることが明らかとなった。
本研究の結果として、「B 級ご当地グルメ」取扱店舗

の集積とそれを統括する任意団体の存在は、すなわち店
舗間の水平的な協力関係であり、非常に重要な競争優位
構築の源泉であることが確認された。しかしながら、さ
らに視野を広げれば、垂直的な協力関係、例えば一次産
品（農林水産業の産物）・二次産品（食品加工業等の産
物）などの原材料の仕入れ元や地域の大学、研究機関、
地方自治体等との関係は、より大きな意味での集積（ク
ラスター25））が存在していることを予想させる。この
構図の解明は未だ残された大きな課題であり、今後の
「B 級ご当地グルメ」研究においては、フード・ツーリ
ズムに関わるクラスター論の構築が必須のものであると
いうことを提起し本稿の結語に代えたいと思う。
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